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l 2021年1⽉26⽇

l 2021年1⽉24⽇
Ø 「若者への情報発信についてアドバイスが欲しい」とのことで菅義偉内閣総理⼤⾂(当時)と⾯会
Ø ⾯会中にこども庁の必要性等について直接訴える

１.こども庁が必要と考えたきっかけ / 菅総理へ私案「こども庁構想」を提⾔

4分の1以上が、⼦どもや周産期医療、不妊治療の問題です。
『こども庁』のような組織をつくった⽅が分かりやすく、
国⺠にダイレクトで強⼒なメッセージが伝わります。

縦割りと多重⾏政を廃し、⼀貫した⾏政の司令塔が必要です。
これは、菅総理にしかできない仕事だと思います。

ふむふむ。。。 菅総理の施政⽅針演説の内容
を政策分野別に⾊分け

総理から『こども庁』の資料をもらった。総理がすごく興味を持っている。ぜひ検討したい
加藤勝信官房⻑官（当時）

→ こども庁の構想が⼤きく動いた瞬間だった
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２.⾃⺠党有志で「ChildrenFirstの⼦どもの⾏政のあり⽅勉強会」発⾜
【こども庁が解決すべき問題】

l 2020年の秋ごろ・・・
「こども庁」創設の必要性を訴えていた、⾃⺠党の若⼿議員⾃⾒はなこ議員🌻と「こども庁の創
設に向けてどのように動いていくのが良いか」という議論を開始

l 2021年 1⽉24⽇の総理⾯会後
⾃⾒はなこ議員と作戦をたて、⾃⺠党の有志で勉強会を⽴ち上げることに︕

l 2021年2⽉2⽇ ChildrenFirstの⼦どもの⾏政のあり⽅勉強会 初会合
代表世話⼈︓⽊原誠⼆衆議院議員、牧原秀樹衆議院議員
共同事務局︓⾃⾒はなこ議員、⼭⽥太郎

いい加減、⾃⺠党もこども政策を
真正⾯から取り組みましょう︕

若⼿の⼒で本当のChildren Firstの社会を実現させる︕

l 2021年4⽉1⽇ 「こども庁創設に向けた緊急提⾔」 菅義偉総理⼤⾂ 申⼊
提⾔はアンケートでいただいた4万7000件の意⾒、当事者、講師、議員
の意⾒を反映させる形で、⾃⾒議員とともに執筆。
4万7000件のアンケートはすべて議員事務所内で企画・取りまとめを
⾏なった。⽣データで皆様からの声1件ずつに⽬を通しました︕ 菅総理⼤⾂申し⼊れ

初勉強会
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３.⾃⺠党『「こども・若者」輝く未来創造本部』発⾜ 【⾃⺠党の中の議論】

l 2021年4⽉1⽇ 菅総理⼤⾂に申し⼊れ後、菅総理決断︕
菅総理の指⽰で党内に総裁直属機関として、「こども・若者」輝く未来創造本部が発⾜。
党幹部や歴代⼤⾂が集結する本部組織に、１回⽣ながら役員に就任。⾃⾒議員と政策実現の前段階を任される
ことに。こども庁創設に向けて凄まじいスピードで動いていきました。

l 2021年7⽉7⽇ 内閣官房「こども政策の推進に係る作業部会」発⾜
政府としても「こども庁創設」に向けて正式に議論が開始

l 菅総理突然の引退、⾃⺠党総裁選が⾏われることに
新しい政権で菅総理が進められてきたこども政策は引き継がれるのか︕︖と懸念
→ Children Firstの勉強会主催として、総裁選候補者による公開討論を企画

l 2021年9⽉22⽇ ⾃⺠党総裁選候補者による公開討論会
⼦ども政策を議論し合う会合が実現︕総裁選でまったくメディアに取り上げられていなかった
⼦ども政策でしたが討論会の様⼦がテレビで放送され、翌⽇の新聞などでも取り上げられたことで、総裁選の
争点にあがりました。

・３候補者が「こども庁の早期設置を図る」

・４候補者が、⼦ども政策の担当閣僚を置き、
強い権限を持たせることや、
関連予算を増額することで⼀致
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４.こども（家庭庁）設置法案閣議決定
【こども庁の機能、必要な施策（縦割×横割×年代割）】

l 2022年2⽉25⽇ こども（家庭）庁設置法案が閣議決定
こどもの意⾒の尊重、こどもの最善の利益を考慮することを基本とし、こども政策を推進する省庁が
⽇本に創設される法案。令和5年度の設置を⽬指す。

u ⼭⽥太郎が勝ち取ったこと
p 2021年12⽉2⽇
「いじめ」に関する記載が「こども政策の新たな推進体制に関する基本政策(案)」になく、こども庁の所管外だった

p 2021年12⽉7⽇・15⽇
こども庁がいじめ事案や対策についても所管できることが記載された

⽂科省だけでは解決できなかった
いじめ問題について、

こども庁が所管できなければ
こども庁を創設する意味はない︕

何⼗時間も議論をし
勝ち取りました︕


